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小樽市小学校長会は，市内18校の校長で組織されて

いる。今年度は，転入２名，採用２名の新会員を迎え，

４月９日に総会を開催し，活動方針や予算を決定する

とともに，新年度の役員を選出した。

Ⅰ 本年度の活動方針

本会は，小樽市学校教育推進計画の基本

理念である「心豊かに学び，ふるさとに夢

と誇りをもち，たくましく生きる小樽の子

どもの育成」の実現をめざすため，校長と

しての使命と責任の重要性を自覚し，職能

の向上に努めるとともに，小樽市民の付託

と家庭・地域の信頼に応えることのできる

小学校教育の推進並びに小樽市の教育振興

に寄与することをめざして活動している。

これまで本会は，年度の重点施策と小樽

市校長会として掲げる共通目標の実現を活

動の中心に据えながら，組織的に取組を進

め，成果を上げてきた。

とりわけ，外国語活動の実施に関わる教

育課程の編成については，昨年度，市内の

全小学校が足並みをそろえ，３・４年生で

年間35時間，５・６年生で年間70時間を実

施することができた。

今後も，われわれは，強い使命感をもち，

指導力を発揮して，授業改善と望ましい学

習・生活習慣の確立を両輪とする取組を通

して本市教育の抱える喫緊の課題である学

力の向上と児童の生活習慣の改善に努めな

ければならない。

そのために，後志教育局や小樽市教育委

員会等，教育関係機関との連携を深め，課

題の本質を的確に捉え，会員への適切な情

報提供と相互の意見交換等を大切にしなが

ら，会員が一丸となって同じ方向性をもっ

て課題に対応していくことができるよう組

織的な校長会の運営に努めていかなくては

ならない。

小樽市小学校長会は，今年度も重点施策

を中心に据え，複雑化・多様化する教育課

題に対して，校長自ら研鑽に励み，全教職

員が協働して組織的に対応できる体制を整

備し，活力に満ちた学校づくりを進めると

ともに，新学習指導要領の完全実施に向け

た準備やコミュニティ・スクール導入に向

けた取組を進めるなど，新たな課題とも向

き合い，その解決に向けて校長の英知を結

集して取り組んでいく。

また，本会と小樽市中学校長会で構成す

る『小樽市校長会』においては，小樽市教

育委員会が策定した「小中一貫教育基本方

針」を受けての「小中一貫教育の推進」と，

大幅な世代交代を見据えた「人材の育成」

を共通目標として小中の連携を一層強化し

て取り組んでいく。

小樽市では，今年度末の小学校１校の閉

校を区切りとし，学校再編計画の総括と見

直しにかかる。予想以上の速度で進行する

人口減問題に向き合い，地域社会と課題を

共有した包括的な取組が重要となってく

る。

今後は，小学校長会の運営のあり方，中

学校長会および北海道小学校長会との連携

等を会員の自己評価に基づき振り返り，会

員数の減少による組織改編後の運営をより

よいものにするため，活動を一層充実させ

る方向性を見いだしていきたい。



Ⅱ 活動の重点

１ 活動方針

①校長として，その責務を自覚し，学

校経営の充実に資する研究活動を推

進し，学校経営の専門職としての職

能の向上に努める。

②教育関係機関及び中学校長会との密

接な連携を図り，教育課題を迅速・

的確に把握し，総力を結集して課題

解決にあたる。

③本市教育の喫緊の課題である学力の

向上と児童の生活習慣の改善を図る

取組を組織的に推進するとともに，

新学習指導要領の完全実施に備えた

取組を進める。

④中学校長会と連携し，校長会として

教頭等の学校マネジメント能力を高

める研修の機会を充実させ，次世代

を担うスクールリーダーの育成を図

る。

⑤関係機関との連携を密にし，想定外

の災害に備えた危機管理体制の整備

・充実に努める。

⑥「小樽市立学校における働き方改革

行動計画」を踏まえ，子どもと向き

合う時間を確保し，教職員の心身の

健康を維持するため，効率的な学校

運営をめざす取組を進める。

⑦会員数の減少を見据え，組織機構や

業務のスリム化を図り，一層活力あ

る校長会組織への改変を進める。

２ 重点施策

①中学校長会と連携した共通目標（「小

中一貫教育の推進」，「人材育成」）

の推進

②令和元年度北海道小学校長会教育研

究胆振・苫小牧大会に向けた共同研

究体制の構築と研究推進

③小樽市におけるコミュニティ・スク

ール導入に向けた取組の推進

④会員数の減少を見据えた小学校長会

組織の改善

⑤次世代を担う教職員の資質・能力の

向上と管理職人材の確保・発掘

Ⅲ 各部の活動方針

１ 組織部

子どもが安心して日常生活を送るこ

とのできる安全な環境をつくるため，

小・中・高校及び関係諸団体などとの

連携を密にし，子どもたちの健全育成

並びに教育環境の充実や学校経営の改

善に資する業務推進に努める。

２ 研修部

全連小及び道小の教育研究大会に関

する活動や学校経営に関わる研修活動

の推進を通して，校長としての一層の

職能向上を図る。

３ 厚生部

小樽市小学校長会の方針に基づき，

学校給食及び学校保健・安全の向上を

図るとともに，会員及び教職員の福利

厚生の充実と親睦に努める。
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